
〜春夏秋冬  街道あるき〜

地元の人々により代々受け継がれてきた歴史ある祭事や、旅人の目を楽しませる草木花
が、江戸当時の街道の趣を感じさせてくれます。ここでは宿場や近隣のお祭り、花の見頃、
旬の食べ物などを紹介します。街道歩きの日程プランを立てる際にご利用ください。

【春】…3〜5月　 【夏】…6〜8月　 【秋】…9月〜11月　 【冬】…12月〜2月

街 道 歳 時 記
浜松宿〜三条大橋・高麗橋

【その他の祭り】
湊神社祭礼（湊神社10月）

【その他の祭り】
二川八幡神社例大祭

（二川八幡神社10月）
大岩神明宮例祭（大岩神社10月）

【その他の祭り】
御
おん

衣
ぞ

祭（湊神明社5月）
風祭り（菟足神社4月）

【その他の祭り】
五社神社例大祭（五社神社5月）

【その他の祭り】
住吉神社例祭（住吉神社6月）

う
な
ぎ

　
浜
名
湖
う
な
ぎ
の
特
徴
は
、
ふ
っ
く
ら
と

し
て
い
な
が
ら
身
は
締
ま
り
、
脂
の
乗
り
が

い
い
こ
と
。
浜
名
湖
の
温
暖
な
気
候
と
地
下

天
然
水
は
う
な
ぎ
に
と
っ
て
理
想
的
な
環
境

で
あ
る
。
浜
名
湖
は
う
な
ぎ
養
殖
の
発
祥
の

地
と
さ
れ
る
。
明
治
24
年（
１
８
９
１
）に
新

居
の
原
田
仙
右
衛
門
が
７
ha
の
池
で
う
な
ぎ

養
殖
を
は
じ
め
た
の
が
最
初
で
、
後
に
舞
坂

の
服
部
倉
治
郎
が
事
業
と
し
て
確
立
し
、
養

殖
方
法
を
完
成
さ
せ
た
。「
土
用
の
丑う
し

」か
ら
、

う
な
ぎ
の
シ
ー
ズ
ン
は
夏
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
実
は
う
な
ぎ
そ
の
も
の
の
旬
は
冬
眠
を

前
に
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
蓄
え
た
秋
で
あ
る
。

二ふ
た

川が
わ

宿し
ゅ
く

本ほ
ん

陣じ
んま

つ
り

　
毎
年
11
月
の
第
一
日
曜
日
に
二
川
宿
で
開

催
さ
れ
る
。
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
豊

橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
の
開
館
を
記
念
し

て
始
め
ら
れ
た
行
事
。
吉
田
（
豊
橋
）
城
主

で
名
君
と
い
わ
れ
た
松ま
つ

平だ
い
ら

伊い

豆ず
の

守か
み

信の
ぶ

明あ
き
らの

大
名
行
列
を
再
現
す
る
。
地
元
小
学

生
に
よ
る
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
児
童
の
手
踊

り
や
奴
や
っ
こ
踊
り
を
交
え
な
が
ら
、
殿
様
と
一

般
公
募
の
姫
様
を
は
じ
め
と
す
る
三
百
名
を

超
え
る
人
々
が
参
加
し
、
江
戸
時
代
の
街
道

風
俗
絵
巻
を
繰
り
広
げ
る
。

豊と
よ

橋は
し

祇ぎ

園お
ん

祭
ま
つ
り

　
毎
年
７
月
第
三
週
の
金
曜
日
に
、
吉
田
神

社
と
そ
の
周
辺
で
開
催
さ
れ
る
。
大
筒
の
練

り
込
み
と
吉
田
神
社
で
の
手
筒
花
火
の
奉

納
、
神し
ん

前ぜ
ん

放ほ
う

揚よ
う

に
始
ま
る
。
２
ケ
月
以
上

前
か
ら
準
備
す
る
手
筒
花
火
は
、
奉
賛
会
役

員
や
八
ヶ
町
の
青
年
達
に
よ
っ
て
打
ち
上
げ

ら
れ
、神
前
に
捧
げ
ら
れ
る
。
戦
国
時
代（
永

禄
元
年
）
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
江
戸
時
代

に
本
格
的
な
花
火
大
会
と
し
て
成
長
し
た
。

江
戸
時
代
当
時
か
ら
、
多
く
の
文
献
に
そ
の

盛
大
な
祭
り
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

新居宿

二川宿

吉田宿

浜松宿

新居宿

浜
松
ま
つ
り

　
毎
年
５
月
３
、４
、５
日
に
開
催
さ
れ
る
。

昼
間
は
中
田
島
凧
揚
げ
の
凧
揚
げ
合
戦
が
、

夜
は
市
中
心
部
の
会
場
で
御
殿
屋
台
引
き
回

し
が
行
わ
れ
る
。
昼
の
凧
揚
げ
合
戦
で
は
初

子
誕
生
を
祝
っ
て
揚
げ
ら
れ
る
「
初
凧
」
を

皮
切
り
に
、
百
七
十
を
超
え
る
各
町
の
凧
が

互
い
の
糸
を
絡
ま
せ
、
相
手
の
糸
を
断
ち
切

る
糸
切
り
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
夕
方

か
ら
は
市
中
心
部
で
は
明
か
り
を
灯
し
た
各

町
の
屋
台
が
、
子
ど
も
た
ち
の
奏
で
る
お
囃

子
の
優
雅
な
音
色
と
相
ま
っ
て
幻
想
的
に
浜

松
の
夜
を
彩
る
。

新あ
ら
居い

諏す

訪わ

神
社
奉ほ
う
納の
う
煙え
ん
火か

祭
礼 

　
毎
年
７
月
下
旬
に
新
居
諏
訪
神
社
祭
礼
の

奉
納
神
事
と
し
て
行
わ
れ
る
。
会
場
は
湖こ

西さ
い

市
立
新
居
小
学
校
と
新
居
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
２
日
間
で
約
二
千
本
の
手て

筒づ
つ

花
火
が
出
さ
れ
る
。
手
筒
花
火
は
江
戸

時
代
の
貞
享
年
間（
１
６
８
４
～
１
６
８
８
）

前
よ
り
伝
わ
る
も
の
。
ほ
か
に
も
、
大お
お

筒づ
つ

・

細
工
花
火（
仕
掛
け
花
火
）・綱つ
な

火び
・揚あ
げ

花は
な（

打

ち
上
げ
花
火
）
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
火
が
披

露
さ
れ
る
。
一
気
に
数
十
本
の
火
柱
が
乱
れ

立
つ
乱ら
ん
点づ

火
け
、
笛
や
太
鼓
、
ほ
ら
貝
が
奏

で
る
愉
快
な
お
囃は
や
子し

な
ど
、
古
式
を
残
し
な

が
ら
も
奔
放
さ
が
際
立
つ
。
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